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Recent topics on the S-band twin linac at nuclear research laboratory, faculty of 
engineering, the university of Tokyo are reported. Especially, the 10 ps single beam has been 
produced by using a ultra fast grid pulser without a subharmonic buncher.

東大ツインライナックの現状

1 ♦はじめに
東大ツインライナック(28 & 18MeV S-band)は、改修後4 年が経過し、特に重大な故障もなく、順 

調に稼動している。昨年度の稼動時間は、約 2 5 0 00錦1であった。今回は、保守上の問題点、改 

善点及び利用状況の現状を報告する。

2 . 麵 •保 守 状 況  

A ) 電有充

鎌 と の 関 係 で 、電子錄交換が問題となっている。実験の目的により、2 本あるライナッグ（2 

8 L と1 8  L ) を以下のようなモードでの運転を行っている。

短ノくノレスモ一ド：2 8 L の 1 0 p s 〜 1 0 n s 利用 

超/くノレスモ一ド： 1 8  L のマイクロ秒パルス利用 
ツ イ ン モ ー ド : 1 8  L & 2 8 L の短ノ々レス同時利用

短パルス時には、電子^ 充としてY 7  9 6 を使用し、長パルス時にはY 6  4 6 を使用している。 2 8 

L は短パルス利用に固定しているので、特に問題は無いが、1 8  L はY 7  9 6 とY 6  4 6 を交換す 

る必要がある。Y 6  4 6 は、数回の繰り返し使用え得るが、大電流を必要とするY 7  9 6 は、 

一度空気にさらすと、再度の使用ができなくなる。結果的に、Y 7  9 6 は使K 舎てになってしまう。 
再活性化等の試みも行ったが、良い糸吉果得られていない。現在の所、モ一ドの切り替えを最小限 
にすることにより、ロスを回避する以外方法がない。



B ) 電子銃グリッドパノ时一 
短パルスモード時にも、実験者からの要望により、10ps，2ns, 10ns,数10nsのビームを随時切り 

替える必要がある。切り替え作業を容易にするため、電子競グリツドパルサーを全て半導体化し、 
小型化を図った。1年近く経過した現在でも、これらのパノレナ一は川顯に動作している。
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F i g . l高速パノレサ一の出力

C ) 高速パノレナ一による1 0 ピコ竿少ビームの発生 .

1 0 ピコ秒パノレスの発生は、半値幅で約1 n s のグリッドパノレナ一で電子截^らビームを発生さ 
せ 、さらに1 / 6  S H B で集群することにより、通常、約 I n  C以上のビームを得ている。 [ 2 ] —  

方 、最近の市販の高速パノレナ一の性能の向上にはめざましいものがあり、ライナックのグリッドパ 
ノレサ一として充分使用えるものも見受けられる。そこで、高速パルサーを用い、S H B を使用 
しないで1 0 ピコ秒ビームの発生試験を行った。

使用したパルサーは、KENTECH INSTR•製HM 

P S 型であり、カタログ上の性能は、立ち上が 
り2 0 p  s 、最大出力2 k V である。図 1 に、

観測した出力波形を示す。
試験は、 2 8 L を使用し、図 グ リ ッ  

ド回路系で行った。図 3 は、ライナック出口に 
設置したデマルゲス卜モニタからの発光をスト 
リークカメラで測定した例であるが、このよう 
に完全なシングノレビームが得られた。この時の 
ノ、。ノレナ一の出力は1 k V 、バイアス電圧1 7 0  

V であった。また、シングノレビームの電荷量は、
約 5 0 p C であった。これ^ 、S H B 使用時の 
約 2 0 分の1 であるP

Y 7 9  6 の時間応答性や力ップラでの伝送応 

答の問題で、必ずしも、高速パルサー波形がビ 
ーム獅には対応しない点も見いだされており、
電荷量を増大させるためには、高速^ノレナ一に 
対応した電子^の設計が必要であると考えられ 

る。
いずれにしろ、S H B を使用しないで、S —
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バンドライナックから、 1 0 ピコ手少短ノ、。ノレスが 

発生出来る.ことが確認された。プラズマウエー
 ►Time

Fig.3 ストリ-クカメラで測定したヒ、'-ム波形



ク場加速の実験におけるテストビームとしては、充分な電荷量であり、このまま_ に使用できる 
と考えられる。

3 ♦利用状況
本マシンは全国大学共同利用として利用されており、今年度は1 9 のグノい-プが利用している。 

現在の主な利用を以下に述べる。

a )ピコ秒パルスラジオリシス

放射線によって織される反芯を、吸収及び発光分光により調べる。特にピコ秒の時間領域の吸 
収測定では、ツイン及びL L ツインシステム[ 3 ] を利用する。多くのユーザーが利用している。

b)サブピコ秒及びフェムト秒パルスの発生
現在のパルスをさらに短くするための基礎研究。また、その時間領域の測定方法に関する基礎研 

究も行っている。

c)プラズマレンズ•加速の研究 [4]

現在はプラズマウェーク場加速のためのビームラインの整懂を行っている。1 8 L と2 8 L のビ 
ームを同車に導く必要がある。

e ) F E L

発 の た め の 、ビ一ムの質の向上及び実験ポー卜の整丨蒲。

f ) そ 雑
量子ビーム工学に関連した研究。
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